
July 7 2009 Doushikai Tsushin No.712  59

サ
イ
エ
ン
ス
／

歯
の
衛
生
週
間

巻
頭
言
／
論
壇
／

会
長
レ
ポ
ー
ト

理
事
会

各
部
だ
よ
り
／
青
申

連
／
歯
科
国
保

会
務
・
会
長
・
連
盟

日
誌
／
会
務
／
訃
報

人
・
ひ
と
・
ヒ
ト
／
北

の
ふ
れ
愛

ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス

苫
小
牧
・
美
唄
・
日
高

なかなか得点できなかった当歯会ではあったが、
ピッチャー交代を機に、じわじわと得点を重ねた。
しかし、結果は５対４で１点及ばなかった。その
後場所を「中善」に移して、懇親会が行われた。

（伊尾明子記）

歯の一日無料相談の全体説明会
日時：平成21年６月２日㈫午後７時30分より
場所：苫小牧市民会館「205号室」
会員52名、衛生士会15名、技工士会３名、保
健所３名計73名が出席した。
公衆衛生担当理事の
柏村康治先生より当日
の担当ブース及び内容、
昨年との相違点などが
説明された。最後に担
当ブースごとに別れ、
責任者から細かい注意
点などがあった。　

（伊尾明子記）

ＪＡ全中を随行訪問
平成21年６月４日㈭午後４時より、口腔と食育
の一層の啓発、展開を深めるため、道歯がＪＡ
北海道とすすめている事業を日歯とＪＡ全国中央
会とで全国展開を進めるべく、村上日歯専務理事、
富野道歯会長が、東京大手町ＪＡ全国中央会を訪
問したが、その際に小生も随行した。伊藤全中常
務理事、米本全中営業部長と懇談、意見交換が行
われた。その後の懇親の席には向井地全中専務理
事が加わり、和やかな中に一層の意思疎通が図ら
れた。この大義ある事業に対する向井地氏はじめ
ＪＡ全中の役員の方々のご理解に感謝する次第で
ある。ちなみに向井地氏と小生は、北大全学軟庭

部以来の40年にわたるお付き合いであり、今般こ
のような事情でかくの如き大役をいただいたこと
に感謝申し上げる次第であり、今後の提携事業な
らびに両者の一層の協調発展に期待したい。　　

（小森英世記）

学術講習会・
歯科助手開講式および認定書授与式

日時：６月６日㈯　午後１時より
場所：新ひだか町「女性センターみらい」
学術講習会には19名の会員が参加し、歯科メー

カーの社員を講師として招いて新製品の説明が行
われた。 オートミキシングタイプのコア用CR充填
材料、ボンディング材、LED可視光線照射器につ
いての特徴に関して説明され、CR関連材料の接着
力が強化したこと、ボンディング材の皮膜が薄く
なったことなどや、旧製品との比較など、スライ
ドを使って１時間ほどの講演であった。普段よく
使う材料でもあるため、最後は活発な質問や、改
善に関しての意見などが飛び交っていた。
歯科助手開講式および認定書授与式は、西川会
長の挨拶より始まり、１年間を通してさまざまな
講習会を受けられた歯科助手の方６名に会長から
認定書が一人ずつ手渡された。その後、歯科助手
講習会が行われ、新人５名を含む総勢11名の歯科
助手を対象に２班に別れ、アルジネート印象材の
練和、セメントの練和について実習が行われた。
１年の経験差は歴然としており、まだ慣れていな
い新人歯科助手の方は、錬和するのに苦戦してい
たようであった。
なお、今年度の認定書を授与された者は以下の
６名である。

柏村先生

美　唄
B i b a i

日　高
H i d a k a

学術講習会


